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平成28年度新丸山ダム建設促進期成同盟会の通常総会が、5月31日（火）シティ
ホテル美濃加茂で開催されました。今年度は総会に加えて現地視察が行われました。

新丸山ダム建設促進期成同盟会

通常総会で会長の藤井浩人美濃加茂市長は、「新丸山ダムは中部圏の総合的な治水の要とな
る。昨年の鬼怒川のような豪雨災害が発生する中、地域の安全と安心に繋がる新丸山ダム建設
は三県の悲願である。本体着工に向けて事業の進捗を促進させていただけるよう、さらなる要
望活動を強力に進めていく。」と挨拶されました。総会後、当事務所長から事業概要や効果の
説明を行い、また午後からは、現地視察として、地元首長、地元選出の国会議員、県議会議員、
及び木曽川流域に関わる行政関係者の方々に、丸山ダム展望台へ移動していただき、新丸山ダ
ムの位置や高さ、転流工工事の概要などの説明を行いました。

藤井美濃加茂市長による挨拶 丸山ダム展望台での現地視察の様子



熊本地震 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）

中部地方整備局は、 ４月１６日から熊本県熊本地方を震源とする地震により被災した
地方公共団体等の災害対応を支援するため、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派
遣しました。

当事務所からは、熊本県阿蘇郡南阿蘇村と西原村にそれぞれ１名を派遣し、南阿蘇村
では、土砂災害に関する自治体からの問い合わせへ助言する「土砂災害対策アドバイザ
ー班」の一員として、国土技術政策総合研究所や国立研究開発法人土木研究所の専門家
と九州地方整備局の隊員ともに、５月２日から６日まで現地で活動しました。

現地調査状況（南阿蘇村） 現地調査状況（南阿蘇村）

現地調査状況（南阿蘇村）

土砂災害に関する助言状況（南阿蘇村） テレビ取材への対応（南阿蘇村）

現地調査状況（南阿蘇村）



現場見学を開催

トピックス

●八百津祭り（加茂郡八百津町）
4月9日（土）、10日（日）、かつて木曽川の水運で栄

えた町の名残を現代に伝える「八百津祭り」が開催されま
した。10日には、船を形どっただんじり3台が役場前に集
結し、大舩神社に向かって町内を練り歩きました。江戸時
代から続くこの祭りは、町民だけではなくイスラエルから
の観光客など、大勢の観光客で賑わいました。

●潮見小学校「ふるさと体験学習」
5月31日（火）、八百津町立潮見小学校全校児童１０名と引

率の先生８名を対象とした現場見学会をおこないました。木曽川
に架かる工事施工中の「新小和沢橋(仮称)」の上に登り、ウルト
ラマンの身長とほぼ同じ地上約40メートル地点からドローンに
よる記念撮影をおこないました。また、丸山ダム管理所のモータ
ーボートで湖面パトロールを体験、児童からは「普段行くことが
できない所へ行くことができて貴重な体験ができた。あの船が欲
しい。」等の声が聞かれました。

当事務所では、現場見学会や防災等の出前講師は随時受付けて
います。お気軽にお問い合わせ下さい。

●五毛座歌舞伎（恵那市飯地町）

4月9日（土）、飯地町にある「五毛座」で地歌舞伎が
上演されました。今回は、「笠周地域（笠置町、中野方町
、飯地町）連携事業五毛座地歌舞伎公演」と銘打って、4
つの演目が披露され、毎年敬老会の余興として行っている
子どもたちによる歌舞伎も披露されました。五毛座歌舞伎
は、飯地の郷土芸能として隔年の４月に行われています。

国と町との災害時における連携強化

●八百津町・御嵩町合同防災関係等会議の開催

4月22日（金）、当事務所は、八百津町や御嵩
町において地震や台風などによる重大な災害が発生
した場合に国と緊密な連携体制等を図ることを目的
とする合同防災会議を開催しました。

会議では、町長と当事務所長が迅速に連絡が取り
合える体制（ホットライン）の確認や、リエゾンの
紹介の他、防災に関する情報交換を行いました。

また、両町の防災上の課題（八百津町：山崩れに
よる山間集落の孤立の可能性、御嵩町：亜炭鉱の崩
落による地盤沈下の可能性）の情報共有を図るため
今後、現地視察を実施することを決定しました。

※リエゾンとは、市町村の被災情報の収集や国が保
有する災害対策資機材等の情報提供を行うために、
中部地方整備局（当事務所）から派遣する情報連絡
員です。 新丸山ダム付替道路工事の視察（新小和沢橋）

金子八百津町長の挨拶（合同防災会議）



「杉原千畝」ユネスコ記憶遺産申請

<県道井尻八百津線>

１．平成2６年度
新丸山ダム井尻八百津線新小和沢橋PC上部工事

（株）IHIインフラ建設 <工期> H29.3.8まで
２．平成2７年度

新丸山ダム井尻八百津線第2小和沢橋PC上部工事
（株）安部日鋼工業 <工期> H28.10.14まで

<新丸山ダム仮設備>
Ⅰ. 平成2７年度新丸山ダム転流工進入路工事

小池土木（株） <工期> H28.8.19まで

<新丸山ダム管理所>
a. 平成2７年度新丸山ダム管理所敷地造成工事

曙開発（株） <工期> H28.6.30まで

<工事の進捗状況 H28.5末 現在>

新丸山ダムの工事実施箇所
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第2新小和沢橋上部工事

新ダム管理所敷地造成工事

※詳細については、当事務所ホームページをご覧下さい。

新小和沢橋上部工事

転流工進入路工事

5月19日、八百津町は、昨年ユネスコ国内委員
会に記憶遺産登録申請をし、同委員会で国内候補に
決定されていた「杉原千畝の関連資料」を、岐阜県
の協力を得て、文部科学省に、ユネスコ記憶遺産登
録申請書（ 2017）を提出しました。

八百津町出身の杉原千畝（すぎはらちうね）は、
第二次世界大戦中、リトアニアの日本領事館で外交
官をしていました。ナチスの迫害から逃れるため、
領事館へ押し寄せたユダヤ人の命を助けようと、外
務本省の反対を押し切って「命のビザ」を発給し、
およそ6,000人にのぼる避難民を救いました。


